


































おいて早くから取り沙汰されてきた。 しかしながら、 野上豊一郎の「能の 幽霊」
［野上、1933 (1982)]以来、 議論が膠着状態に置かれてきたことも事実である。
野上の視点は、 能の 死者が「戦霊」に当てはまるか否かというもので、 それを
演出論的見地から判断することが目指されていた。 だが、 野上が念頭に置いて
いた「幽霊」のイメ ー ジは、 自らが属していた近代日本に特有の ものであり、
それをもって能の 死者を理解しようとするの はナンセンスな試みであった。 し
かし、 その影響力は大きく、 彼以後の研究史の展開を制約することとなった。






のみ ならず、 演能者自ら亡霊に扮して所作を行うことは、 その最も有力な証跡
の 一 つ とすることが出来よう」［堀、1951: 288]と述べる。
近くは池上良正が「ねたむ死者」、「うらむ死者」が成仏していく能の世界は、
「供養によって解毒され無菌化された死者のイメ ー ジを量産した」［池上、






に浸透していった［圭室、1977: 211]。 本稿 は、 そうした特異な時代相の中で、
能がどの ような死者像を彫琢したかを探る試みである。
1 . 考察の対象と方法



















た表現を用いてきた。 これには、 多種多様なキャラクタ ー を他括する言葉とし
ては、 例えば「幽霊」 や「亡霊」、 「死霊」 などは特定のニュアンスが強く出過


























五番立ての分類に拠っている。 五番立て分類は、 一 回の興行で数曲を上演して
いた昔、 番組上何番日に演じられていたかを表すもので、 一 ～五番まであり、
直接的にはプログラムにおける順番を示しているに過ぎない。 ちなみに、 各作
品がどれに属するかは見解の相違があり基準も一定していない。 ひとまず本稿
2 『能・狂言事典』（平凡社、 1988) で採用されている能楽技法研究会作成の分類は以下の
35種である。
脇能：男神物、 女神物、 老神物、 異神物、 荒神物
二番目物：公達物、 勇士物、 老武者物、 女武者物
三番目物：本霊物、 精・神物、 美男物、 老精物、 老女物、 現在墨物
四番目物：夜神楽物、 執心女物、 執心男物、 狂女物、 男物狂物、 芸尽物、 唐物、 人情物、
直垂舞物、 斬合物、 特殊物
四・五番目物：霊験物、 鬼女物
五番目物：女菩薩物、 貴人物、 猛将物、 天狗物、 鬼物、 鬼退治物、 本祝言物
［西野・羽田、 1988: 3 J 
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で は、 二、 三の先行研究（［佐成、 1930-39]、［西野• 松本、 1981]、［小山、
1989])に則るものとする。
しかし、 一回の興行のどのタイミングで、 どういう作品を上演するべきかは、
ほぽ決まっていた。 世阿弥が「一切の事に序破急あれば、 申楽もこれ同じ。 能
















先、 脇の申楽には、 いかにも本説正しき事の、 しとやかなるが、 さのみに
細かになく、 音曲・ はたらきも大かたの〔風体〕にて、 するすると、 安く
すべし。 第一、 祝言なるべし。 いかによき脇の申楽なりとも、 祝言欠けて
はかなふべからず。 たとひ能は少し次なりとも、 祝言ならば苦しかるまじ。









二番目ノ能ワ、 脇ノ申楽二変リタル風情ノ、 本説正シクテ、 強々トシタラ







四番目ワ、 義理能ナンドノ、 問答・言葉詰メニテ事ヲナス能ノ風体、 マタ
ワ泣キ申楽ナンド、 コトニコトニヨカルベシ。［同上： 68]
五番目






























ただ、 実在・非実在の区別はさほど重要ではなかっただろう。 何故なら、 実
在の人物とは言っても、 能作者のイメ ー ジの源泉となったのは歴史書ではなく
彼らをキャラクタ ー として描いた文学作品だったからである。 よって、 能本の
中で肉付けされ、 舞台で役者によって演じられた時には同じ効果を発揮した。
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てはじめて可能となったことである。 よって、 起用されるキャラクタ ー は元々
観客から遠い存在であるほうが好都合であった。








借りて現れた場合」［田代、 1994 : 134]に用いられ、「人間の死霊があの世か
3 「本説正しく、 めづらしきが、 幽玄にて、 面白き所あらんを、 よき能とは申べし。」（『風
姿花伝』）［表・加藤、 1974 : 30]、「よき能と申は、 本節正しく、 めづらしき風体にて、 詰め
















くしており、 五十歩百歩である。 筆者は、 現在のところ 一般化している「化身」
という言葉を、 その限界を認識しながら注意して使用したい。














翁のイメ ー ジは上代から中世にかけて多彩に展開したもので、 まずカミの権
化として形象化されたものが、 やがて仏・菩薩の化現として豊かな受肉の過程










古跡、 和光の影に業平の、 花に映じて衆生済度の、 姿現し給ぶぞと（後略）」［佐
成、 1939: 3464]との台詞が見られ、 業平を仏・菩薩と同 一視していることが























ーノ谷、 粟津原、 須磨浦、 青墓宿、 嗚門、 平等院、 春日の里、 仏原、 五条、
佐野、 耳成山、 早柄浦、 石和川 （甲斐）
②墓前
千本（京） 一定家、 男山の麓一小野頼風、 狭布里（陸奥） 一男・女、 生田（摂




在原寺、 江口の里、 東北院、 野宮（嵯峨野）、 五条、 白川（肥後）、 外の浜（陸
奥）
⑤その他
首洗い池の辺、 所縁の寺（清水寺、 当麻寺）、 主君の死亡地、 作品執箪場所








の軍記文学にも看取できるため［勝田、 2006 : 320]、 当時としてはごく自然な
発想であったものと思われる。 それに対して、 同じ戦地でも③に振り分けたも
のは、 作品全体が戦い死んだ様子ではなく戦い生きた様をテ ー マとしているこ
とによる。 ①に含まれている戦場が例外なく死亡場所であるのに対し、 ③では
それが重なっていない。
また、 自らの墓前に出現する例も散見される。 この場合、 死者は墓から立ち
現れて、 再び墓の中へと還っていく。〈定家〉、〈求塚〉、〈女郎花〉、〈錦木〉 が
代表的な作品である。 これらには、 愛執ゆえ邪淫の罪に堕ちて、 死後に地獄で
苦しむ男女が登場するという顕著な共通点がある。 能には珍しく他界に言及し
ている作品が比較的多いのば注目される。 本稿では墓地に対する当時の一般的











現の動機」を語っているケ ー スは必ずしも多くない。 何故この冊に現れ出てき
たかの説明は、 物語の展開上必要であるように思われるが、 意外にも多くの作
品で明示されていない。 表中の当該項目には筆者が前後の話の流れから推測し
て記入したものが多数含まれている。 スト ー リ ー構成上、 あえて死者自身が出
現動機を語らなくとも、 筋を理解する妨げにはならないことは確かである。




















































たび給へ跡弔ひてたび給へ。 ［佐成、 1930 (1963) : 134, 138] 
・ 〈藤戸〉
藤戸の水底の、 悪龍の、 水神となつで恨みをなさんと思ひしに、 思はざるに、
御弔ひの、 御法の御船にのりを得て、 即ち弘誓の、 船に浮かめば、 水馴悼、
さし引きて行く程に、 生死の海を渡りて願ひのままに、 やすやすと、 彼の岸
に、 到り到りて、 彼の岸に到り到りて、 成仏得脱の身となりぬ成仏の、 身と




受けて一方的に救済に与る死者のイメ ー ジが明瞭に打ち出されている。 この世
に執心が残っているからという理由と同じくらい、 ワキによる弔いへの感謝を
述べるために出現するケ ー スが多いのは、 これと同一平面上にあることのよう
に思われる。
7. 他界











えられていた［同上： 121-122, 127]。 大いに参酌すべ き見解 のように思わ れる。
一方で、 世界が可視と不可視の部分からなるものであることは相変わらず信
じられていた。 中世人の憔界観が、 感覚で捉えられ合理的な 理法で理解 するこ
とのできる「顕」の世界と、 そうしたものを超えた「冥」の世界との二元的構
造であったことは、 末木文美士の「冥顕構造」論で知られている通りである［末
木、 2012]。 中世後期から近世にかけては「顕」の領域が伸長したが、 それで







［末木、2015 : 1 ]に基づき筆者作成
修羅物は、 文字通り修羅道に堕ちた人間の様子を描いている。 生前の戦場で
の戦いぶり と死後の修羅道での闘争の姿とがオ ー バ ー ラップしていく。 殆どの
修羅物は、 後場においてワキの夢・幻が次第に修羅の世界へと変容することと





血は琢鹿の河となり、 紅波楯を流しつつ、 白刃骨を砕く苦しみ、 月をも日を
も、 手にとる影かや、 長夜のやみやみと眼もくらみ、 心も乱るる修羅道の苦
しみ、 （中略）げにげに見れば恐ろしゃ。 剣は雨と降りかかつて、 天地をか
ヘす如くにて、 山も震動、 海も鳴り、 雷火も乱れ、 悪風の、 紅焔の旗を靡か
して（後略） ［佐成、 1930 (1963) : 516-518] 
・ 〈兼平〉
白刃骨を砕く苦しみ、 眼晴を破り、 紅波楯を流す粧ひ、 簗杭に残花を乱す、
雲水の、 粟津の原の朝風に、 関つくり添ふ、 声々に、 修羅の巷は騒がしや
［同上： 724] 
・ 〈清経〉
さて、 修羅道に、 をちこちの、 さて修羅道にをちこちの、 たづきは敵、 雨は
矢先、 土は精剣、 山は鉄城、 雲の旗手をついて、 橋慢の、 剣を揃へ、 邪見の
眼の光、 愛欲とのいちつうげん道場、 無明も法性も、 乱るる敵、（後略） ［佐
成、 1930 : 854]
・ 〈俊成忠度〉
あれ御覧ぜよ修羅王の、 梵天に攻め上るを、 帝釈出であひ修羅王を、 もとの
下界に追つ下す。 すは敵陣は乱れあひ、 すは敵陣は乱れあひ、 をめき叫べば
忠度も、 瞑忠の焔は荒磯の、 波の打物抜いて、 切ってかかれば敵人は、 矛を
揃へてかかり給へば、 忠度あひ向つて、 うち払へばそのまま見えず、 敵を失
ひあきれて立てば、 天よりは、 火車降りかかり、 地よりは鉄刀足を貰き立つ
も立たれず居るも居られぬ、 修羅王の責、 こはいかにあさましゃ。 ［佐成、
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1931 a : 1445-1446] 
骨と白刃、 血と波との連想に加え、 目の前に広がる（と想定される）雨•土・
山・雲などの自然の風景を修羅世界の景色に読み換えている。 視覚的なイメ ー












この寺に住む月の、 出づるは火宅、 今ぞ、 すでに、 三界無安の内を去りて、
三つの、 車に法の道、 すはや火宅の門を今ぞ、和泉式部は成等正覚を得るぞ
ありがたき ［佐成、 1931 b : 2198-2199]
・ 〈野宮〉




















して、 苦しみは身を焼く火宅のすみか御覧ぜよ（後略） ［佐成、 1939:
3072-3073]
②ありがたやこの苦しみの隙なきに、 御法の声の耳に触れて、 大焦熱の煙の
中に、 晴間も少し見ゆるぞや。 ありがたや。 恐ろしやおことは誰そ。 なに
小竹田男の亡心とや。 又此方なるは血沼の大丈夫。 左右の手をとつて、 来
れ来れと責むれども、 三界火宅のすみかをば、 何と力に出づべきぞ。 又恐
ろしや悲塊飛び去り目の前に、 来たるを見れば鴛喬の、 鉄鳥となって黒鉄
の、 嘴足剣の如くなるが、 頭をつつき髄を喰ふ。（中略）げに苦しみの時
来ると、 いひもあへねば塚の上に、 火焔一群飛び覆ひて、 光は悲塊の鬼と
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なつて、 標を振り上げ追つ立つれば、 行かんとすれば前は海、 後は火焔、
左も右も水火の責めに詰められて、 せん方なくて、 火宅の柱にすがりつき





し苦患の隙かと思へば、 鬼も去り、 火焔も消えて、 暗闇となりぬれば、 今
は火宅に帰らんと（後略） ［佐成、1939 : 3073-3075] 
〈求塚〉では、 死者が墓に留まっている①、 地獄で責め苦を受けている②の




も靡かなかったため、 男たちは鴛喬を矢で射る勝負を行った。 しかし、 2本の
矢は同時に鴛喬に命中し、 世をはかなんだ女は入水する。 男たちは女の塚の前







丑三つ過ぐる夜の夢、 丑三つ過ぐる夜の夢、 見よや因果の廻り来る。 火車に




居に隙もなき、 冥途の責も、 度重なる阿漕が浦の（後略） ［佐成、1930



















沈むを（後略） ［佐成、1931 b : 2766]
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・ 〈水無瀬〉
緑子は三界の、 緑子は三界の、 首かせに繋がれて、 娑婆にも行かれず冥途に
も、 帰りかねて悲しやな、 苦しみは受くれども、 忘るる隙なきは、 娑婆に残
る妄執愛着、 恋慕の妨ぐる、 心の鬼の身を責めて、 烏羽玉の黒髪を、 手に繰
りからまき提げ引きすゑ、 左右に引き分つて立つも立たれず居るも居られぬ
因果の車の廻り来て、 問へども何かは答ふべき、 叫べども叶はず。 ［佐成、
1939 : 2934]
・ 〈女郎花〉
邪淫の悪鬼は、 身を責めて、 邪淫の悪鬼は身を責めて、 その念力の、 道もさ
かしき剣の山の、 上に恋しき、 人は見えたり嬉しやとて、 行きのぼれば、 剣
は身を通し盤石は骨を砕く、 こはそもいかに恐ろしや、 剣の枝の、 撓むまで、













には、 娑婆の妄執、 邪淫の悪業に因つて、 必ず地獄に陥れてゐる。」［佐成、

















と出会った時点での死者の居場所であった。 しかし、 大半の作品では、 ワキが
死者と対話し、 弔うことによって、 救済の成就が明示ないし暗示される。 すな
わち、 最終的に死者が悪趣から善趣へと生まれ変わったり、 相変わらずこの世
にとどまりつつも苦しみが和らいだりなど、 善果を得て物語が終わっていくパ
タ ー ンが多い。 これは半ば「お約束」であり、 一種の定型・典型と言うべきも











読誦の声を聞く時は、 読誦の声を聞く時は、 悪鬼心を和らげ、 忍辱慈悲の姿
にて、 菩薩もここに来迎す。 成仏得脱の、 身となり行くぞありがたき身とな
り行くぞありがたき ［佐成、 1939 : 2909]
・ 〈夕顔〉
お僧の今の、 弔ひを受けて、 お僧の今の弔ひを受けて、 数々嬉しやと、 夕顔
の笑の眉、 開くる法華の、 花房も、 変成男子の願ひのままに、 解脱の衣の、
袖ながら今宵は、 何を位まんといふかと思へば、 音羽山、 峯の松風通ひ来て、
明け渡る横雲の、 迷ひもなしや、 東雲の道より、 法に出づるぞと、 明けぐれ
の空かけて、 雲の紛れに、 失せにけり。 ［同上： 3219]
・ 〈浮舟〉
今この聖も、 同じ便りに弔ひ受けんと思ひしに、 思ひのままに執心晴れて、
都率に生まるる、 嬉しきといふかと思へば（後略） ［佐成、 1930 (1963) : 
324-325]
・ 〈砧〉
法華読誦の力にて、 法華読誦の力にて、 幽霊まさに成仏の、 道明らかになり
にけり。 これも思へば仮初に、 打ちし砧の声のうち、 開くる法の華心、 菩提
の種となりにけり菩提の種となりにけり。 ［佐成、 1930 : 839]
ただし、 上掲の例のように救済の成就が明言されず、 相変わらず弔いを依頼
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しながら姿を消すパタ ー ンも多い。特に、 それは修羅物に顕著な傾向である。
・ 〈生田敦盛〉
恥かしや子ながらも、 かく苦しみを見る事よ。急ぎ帰りて亡き跡を、 懇に弔
ひてたび給へと（後略） ［佐成、 1930 (1963) : 272-273]
・ 〈知章〉
そのまま修羅の、 業に沈むを思はざるに御俯の、 弔ひはありがたや。これぞ
誠の法の友よ。これぞ誠の、 知章が、 跡弔ひてたび給へ亡き跡を、 弔ひてた
び給へ。 ［佐成、 1931 b : 2252-2253]
・ 〈朝長〉
そのままに、 修羅道に遠近の、 土となりぬる青野が原の、 亡き跡弔ひて、 た














波の、 底に入りにけり ［佐成、 1930 (1963) : 39] 
・ 〈善知鳥〉
あら心うとうやすかた、 安き隙なき身の苦しみを、 助けてたべや。 御僧助け







つは、 死者の苦しみに焦点を当てる場合である。 これは、 彼の生前の行為を取





のハッピ ー エンドとベクトルこそ違え、 負けず劣らず十分な効果を上げるもの
であった。
おわりに
能に現れた死者のイメ ー ジは、 まず、 作品のジャンルごとに一定の傾向を持
つ。 番組立てが確立して以降は、 共通したイメ ー ジの範疇が先に存在し、 作品
制作の段階でその中から個別の要素（死者の性格や他界等）が選択された可能
4 松岡心平は、 能（猿楽）が本所である特定の寺社から離れ、 勧進のような「場」で広く大
衆を相手にする中で、 唱導性を帯びたニュ ー タイプの演劇が形成されていったのではないか
と述べる。 そして、 その過程で亡者供養の夢幻調を語り歩く勧進聖の介在があったために、














の同一平面上に位置 し、 生 者の供養を受けて一方的な救済に与る死者のイメ ー
ジを作り上げている。





に対し、 結末は殆どの作品で死者の救済が明示. a音示される。 本稿では、 これ
をもって「予定調和的な救済のモチ ー フ」と名付けたのであった。











は 「幽霊」という言葉が相当程度に定着していたことが分かった。 さらに、 少
なくとも諷誦文における用法を見る限り、「幽霊」の語は2つのニュアンスを
有していたことが判明している。 すなわち、「死者の霊」を指す最もフラット
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Portrait of the Death in Noh 
Takanori Yoshino 
Noh is unique play in the sense that it focuses on the dead. People who died 
tragically (in the battlefield or with a grudge against someone etc.) is depicted by 
choice. Behind the background that the performing art like this came into existence, 
there is the phases of the later medieval period (l 4c-l 6c) , which is epoch of 
relationship between the dead and the living in Japan. 
This paper aims at clarifying image of the dead in Noh by analyzing the existing 
works produced during Muromachi Period. 
Noh is two-act play. The dead make his/her appearance as incarnations at first 
act and as substances at second act. They are deeply tied to specific places and 
they can't exist apart from there. The most common reason why they make their 
appearance is this-worldliness. We find little notion of the other world in Noh with 
the exception of several works which portray the scene of hell in great detail. 
The most works state explicitly or inexplicitly the ending that the dead have 
achieved salvation through dialogues with religious practitioner and getting 
memorial services by them. This is a cliche plot. I would like to term it "pre­
established harmonic motif of salvation". 
-35-
